














































北但馬地震は 1925 年 5月 23日午前 11時 10分に発生、
Ｍ 6.8 とされ、円山川の谷底平野にある豊岡町では死者
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あって、極めて異なる道程となった。







前の網野町 4区の人口 1151 戸（5,836 人）であるから、
全壊 547 戸（47.5％）、死者 302 人（5.2％）という惨害
を受けた。網野町では、この際に不衛生で過密な街区の
解消を決意した区長らが中心となり、町議会議員 6名、
























た 1935 年の台中地震と最近の 1999 年の集集地震を分析、
時代を隔てた災害復興を比較検討している。
＊台中地震
1935 年 4 月 21 日、Ｍ 7.1 の直下型地震が発生した。
新竹州と台中州に 2本の地震断層地が出現した。その後
7 月 17 日までの余震によって、死者 3,279 人、負傷







として、4月 27 日には復興委員会規則を起案し、5月 7
日には市区改正を基本とする復興大綱を発表、道路幅を
定め、土埆構造建物の禁止、個人住宅の建設費補助など
を定めた。この復興費 1600 万円弱の約 3分 1 は国費で
賄われた。植民地下の台湾においては、総督府の絶対的










集集地震は、私たちの記憶にまだ新しい 1999 年 9 月
















めぎあう境界で、1925 年 6 月 29 日、サンタバーバラの
海底で地震が発生、0.9 ｍの津波が起き、低地は浸水し
た。死者 13 人、負傷者 46 人。建物の被害は深刻で、
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断を余儀なくされているという。2011 年 4 月 18 日に制


































も明確には示せない 1999 年～2011 の事例を含めて震災
過程をまとめられた著者の意図を、私たち読者は真正面
から受取る必要があるのではないだろうか。
